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非整数 Brown運動を用いた現象のモデル化は, 物理学・生物学・工学・経済学といった様々な

学問分野で用いられている. その理由の一つとして, 様々な現象において自己相似性と呼ばれるス

ケール則が存在することが広く認識されてきたことが挙げられる. 例えば, 対数株価過程における

ボラティリティの対数が自己相似性を持つとする実証研究 (cf.[1]) や高分子溶液のような不均質

媒介中での拡散に現れる異常拡散 (cf.[3]) などはその典型的な例である.

話の簡略化のため以下では, 拡散係数 σ と Hurst指数 H を未知定数として含む非整数 Brown

運動 {Bσ,H
t }t∈[0,T ] が離散観測される場合を考える. ここで我々が考察する問題は, 有限期間 T に

おいて, 等間隔離散的に観測されるデータ {Bσ,H
jδ }j=0,1,··· ,N (δ は観測間隔, N = ⌊T/δ⌋, ただし

⌊·⌋は Gauss記号)が高頻度観測 (δ → 0)される状況下での未知定数 σ,H の統計的推測問題であ

り, 特に自己相似性に関連するパラメータH の推定に強い関心がある. 我々の一つの目標は, 上記

設定下での漸近有効推定量の構成であるが, 非整数 Brown運動の拡散係数と Hurst指数を高頻度

観測に基づき同時推定する場合には, 局所漸近正規性で現れる Fisher 情報量が退化するため, よ

く知られた漸近有効性の議論は適用できないことが知られている (cf.[2]) . また, 仮に上記いずれ

かの未知定数の値を既知とした（このとき, Fisher情報量は退化しない.）より単純な問題設定下

においても, 漸近有効な推定量は知られていない. 我々の主な貢献は, 拡散係数または Hurst指数

のいずれかのパラメータが既知であるならば, 有限期間に高頻度観測される場合においても漸近有

効な推定量が構成できることを, ある Gauss過程のクラスに対して示したことである.

本講演は主に２つの部分からなる. 前半部分では, 拡散係数と Hurst指数がいずれも未知の場合

における統計的推測問題を考察し, 時系列解析でよく知られたWhittle 推定法のアイディアを応

用して新たな推定手法を提案する. 後半部分では, 拡散係数が既知であるならば, その情報を用い

て Hurst指数の漸近有効推定量が構成できることを示す.
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